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１．計画書 

 

県北都市計画地区計画の決定（伊達市決定） 

 

 都市計画上保原大木田地区計画を次のように決定する。 

 

名 称 上保原大木田地区計画 

位 置 伊達市保原町上保原字大木田、字寺前の各一部 

面 積 約１．２ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計画の目標 

本地区は、阿武隈急行線上保原駅の北東約０．１㎞の平坦

部に位置し、病院、小学校、認定こども園等の公共施設が隣

接し、既存の住宅地とともに良好な居住環境が形成されてい

る地区となっている。伊達市都市計画マスタープランでは、

住宅地ゾーンの一部と位置付けられ、東北中央自動車道ＩＣ

が近くに計画されている。 

本地区は、土地利用の規制、誘導により良好な住環境の維

持と保全を図る。 

土地利用の方針 
本地区は、周辺の既存住宅地とともに地域コミュニティの

維持を図り、良好な居住環境の形成を図る。 

地区施設の整備方針 

区画道路について、区画道路１号は幅員８ｍの歩車道分離

（車道幅員６ｍ、歩道幅員２ｍ）で安全対策を講じ、区画道

路２号は幅員６ｍで交通機能や防災機能（緊急車両の通行、

延焼遮断等）の向上を目指す。また、整備された道路等の公

共施設は、機能が損なわれないよう維持保全を図る。 

なお、周辺の自然環境と調和を図るため緑地の位置を定

め、整備を図る。 



建築物等の整備の方針 

１．土地利用に関する基本方針に基づく施設整備を実現する

ため、建築物の容積率の最高限度を定める。 

２．敷地内に地区施設や空地を確保するため、建築物の建ぺ

い率の最高限度の制限を定める。 

３．周辺環境と調和した土地利用を図るため、建築物等の高

さの最高限度、北側斜線、日影規制を定める。 

４．良好な都市景観の形成を図るため、形態又は意匠の制限、

垣又はさくの構造の制限を行う。 

地 

区

整

備

計

画 

地区施設の配置 

及び規模 
道路 

・区画道路１号 幅員８ｍ（車道幅員６ｍ、歩道幅員

２ｍ）、延長約 190ｍ 

・区画道路２号 幅員６ｍ、延長約 230ｍ 

・緑地 面積約 300㎡ 

（配置は計画図表示のとおり） 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

建築物等の用途の

制限 

第一種中高層住居専用地域の範囲内、ただし、長屋、共同住

宅、寄宿舎又は下宿は除く 

建築物の容積率の

最高限度 
２００％ 

建築物の建ぺい率

の最高限度 
６０％ 

建築物の敷地面積

の最低限度 
２００㎡ただし隅切り部は１８０㎡ 

建築物等の高さの

最高限度 
１２ｍ 

北側斜線 第一種中高層住居専用地域の基準 

日影規制 第一種中高層住居専用地域の基準 

建築物等の形態又

は意匠の制限 

建築物の屋根又は外壁の色彩は、周囲の景観に調和したもの

とし、原色の多用を避けるものとする。 



垣又は柵の構造の

制限 

道路に面する垣や柵の構造は、生け垣又は透視可能なフェン

スとする。ただし次のいずれかに該当するものについては、

適用しない。 

（１）門柱として設置するもの 

（２）フェンス等の基礎として設置される高さ５０㎝以下の

工作物 

 

「区域、地区施設の配置は計画図表示のとおり」 

 

 

理 由： 

 本地区は伊達市の中央部に位置し、保原地域の既存市街化区域に近接した場所に位置してい

る。周辺には交通結節点である阿武隈急行線上保原駅、教育施設である上保原小学校や認定こ

ども園上保原もあり、定住環境に恵まれた区域であります。 

 近接する保原地域の市街化区域は、住宅需要が供給を上回っている状況であり、東日本大震

災以降、その状況はますます進行しています。さらに、保原地域内には相馬福島道路（仮称）

福島保原線ＩＣも整備される予定であることから、その状況は加速度的に進むことが想定され

ます。 

 伊達市都市計画マスタープランにおいて、本地区を住宅地ゾーンと位置付けており、地域の

特性に応じ、良好な住宅市街地の形成を図る区域としております。また、住宅地ゾーンの具体

的な方針として、（仮称）福島保原線ＩＣ周辺土地利用構想においては、本地区を地域生活拠点

ゾーンと位置付け、店舗等の生活利便施設や生活支援機能の充実を図り、隣接する市街化区域

の沿道型商業拠点と一体となって、魅力ある生活拠点の形成を図る区域としております。 

以上から、周辺の住環境基盤を活かしつつ、住宅需要を満たし魅力ある生活拠点の形成を図

るため、地区計画を決定しようとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


